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発
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議
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先
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田 
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玉
重 

輝
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山
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令
和
元
年
12
月
６
日
、
浜
田
市
長

が
今
期
限
り
で
の
退
任
を
決
意
さ
れ

ま
し
た
。
３
期
12
年
安
芸
高
田
市
の

た
め
、
時
代
を
先
取
り
し
た
取
り
組

み
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か

ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
月
18
日
に
は
新
市
長
が
就
任
さ

れ
ま
す
が
、
合
併
か
ら
15
年
、
令
和

２
年
、
次
の
世
代
へ
と
進
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
公
園
整
備

と
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
も
続
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
市
長
選
挙
、
市
議

会
議
員
選
挙
が
あ
り
、
節
目
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。
議
員
定
数
２
名
減
で

16
名
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
負
託

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
山
本
　
優
）

２０
２０ （
令
和
２
）年
２
月
１５
日
発
行
　
発
行
者
/安
芸
高
田
市
議
会

編
集
/安
芸
高
田
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〒
７
３１
-０
５
９
２
 広
島
県
安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
７
９
１
番
地
TEL（

0826
）42
-5621

　
　FA
X（
0826

）47
-0250  https ://w

w
w
.akitakata.jp/

第
６
４
号

あ
き
た
か
た

議
会
だ
よ
り
人
が
つ
な
が
る
田
園
都
市

編

集

後

記

18

可愛振興センター（１月４日）

吉　田

八千代町里山保全まつり（12月22日）

文化協会茶道部（1月13日）

美土里 消防団年末夜間
特別警戒団長巡視

高宮ハーモニー広場（12月26日）

高　宮

令和２年初投げ

安芸高田ハンドボールクラブ（1月3日）

甲　田 初優勝おめでとう

第７回川村毅杯安芸高田市小学校駅伝競走大会（11月16日）

向　原

令和初 書初め

初釜に集う

八千代 お正月飾りの準備

今回の題字は、 さん（吉田小学校６年生）  です。

人がつながる田園都市

あきたかた

第64号 ２０２０（令和２）年２月１５日発行

 あんな  こんな
 地域のかがやき

  一問一答 
 10人が市政を問う 12月定例会

 常任委員会報告

･････ 8～13

････････････18

･･･････････  2～　3  

･････  4～　7  

輝かそう　安芸高田　見つめなおそう　ふるさと

安芸高田郷土（ふるさと）学交流会（１２月１４日 クリスタルアージョ）

まつうら ゆ　　あ

吉
田
中
学
校
区

向
原
中
学
校
区

高
宮
中
学
校
区

安芸高田市
市議会のページ
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12月定例会12月定例会 12月定例会12月定例会

人事院勧告による
市職員給与、期末手当・勤勉手当
特別職・市議会議員期末手当引上げ

人事院勧告による
市職員給与、期末手当・勤勉手当
特別職・市議会議員期末手当引上げ

　
12
月
定
例
会
を
12
月
９

日
〜
20
日
ま
で
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
な
ど
９
会

計
の
補
正
予
算
は
、
予
算

決
算
常
任
委
員
会
へ
付
託

し
ま
し
た
。（
４
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

　
３
常
任
委
員
会
で
は
、
付

託
さ
れ
た
議
案
や
所
管
事

務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
５
〜
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
本
定
例
会
に
お
い
て
付

議
さ
れ
た
25
議
案
に
つ
い

て
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
10
人
が

市
政
を
問
い
ま
し
た
。（
８

〜
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

12
月
定
例
会

賛
成
多
数

本会議の議決風景現地確認の様子 裁判確定した市境となるライン

議
案
第
72
号

○
市
の
境
界
の
決
定
に

関
す
る
意
見
に
つ

い
て

第64号　令和２年 ２ 月15日発行

可

決

条
例
改
正

江戸期から懸案
三次市三和町と

安芸高田市甲田町の境界
約３キロ

江戸期から懸案
三次市三和町と

安芸高田市甲田町の境界
約３キロ

可

決

市
境
確
定
へ

議
案
第
69
号

○
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
討
論

■
反
対
討
論

山
根
　
人
事
院
勧
告
は
一

般
職
に
対
す
る
も
の
で
あ

り
、
大
変
厳
し
い
財
政
状

況
下
に
お
い
て
、
特
別
職

が
こ
の
勧
告
を
準
用
す
る

こ
と
に
反
対
。

■
採
決

■
賛
成

　
新
田
　
芦
田
　
玉
重

　
玉
井
　
前
重
　
石
飛

　
児
玉
　
大
下
　
山
本

　
熊
高
　
宍
戸
　
秋
田

　
塚
本
　
金
行
　
青
原

　
水
戸

■
反
対

　
山
根

全
員
賛
成

■
質
疑

金
行
　
長
い
間
か
か
っ
た

が
、
境
界
が
確
定
し
、
実
線

が
引
か
れ
る
の
は
い
つ
か
。

西
岡
総
務
部
長
　
今
後
に

つ
い
て
は
、
議
会
の
議
決

後
に
議
決
通
知
を
県
に
送

り
、
両
市
が
意
見
書
を
県

知
事
に
提
出
し
た
の
ち
、

県
知
事
に
よ
る
境
界
決
定

が
な
さ
れ
る
。

　
両
市
へ
理
由
を
付
し
た

決
定
書
が
交
付
さ
れ
、
県

知
事
の
処
分
が
確
定
す
る
。

そ
の
期
間
は
約
30
日
と
な

る
。
そ
の
後
、
県
か
ら
総
務

大
臣
に
届
出
を
さ
れ
、
最

終
的
に
総
務
大
臣
の
告
示

が
行
わ
れ
、
大
臣
か
ら
国

の
行
政
機
関
の
長
に
通
知

さ
れ
完
結
と
な
る
。
早
け

れ
ば
年
度
内
、
手
続
き
に

よ
っ
て
は
新
年
度
に
な
る
。

■
採
決

賛
成
多
数

議
案
第
70
号

○
市
議
会
の
議
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

■
討
論

■
反
対
討
論

山
根
　
議
会
は
、
人
口
減

と
市
の
将
来
の
財
政
を
考

慮
し
、
定
数
を
２
減
と
し

た
。
特
別
委
員
会
で
は
議

員
報
酬
の
あ
り
方
も
検
討

中
で
あ
り
、
勧
告
の
準
用

に
は
反
対
。

■
採
決

■
賛
成

　
新
田
　
芦
田
　
玉
井

　
前
重
　
石
飛
　
児
玉

　
大
下
　
山
本
　
熊
高

　
宍
戸
　
秋
田
　
塚
本

　
金
行
　
青
原
　
水
戸

■
反
対

　
玉
重
　
山
根

　安芸高田市に隣接する三次市との境界が判明でない区域の境界を
確定させることについて、広島県知事は、関係市町の意見を聴いて
これを決定することとなっており、知事に対する意見について、地
方自治法第 9条の 2第 3項の規定により、議会の議決を求めるもの。

提案理由

三次市・安芸高田市　市境位置図
（三和町・甲田町）

安芸高田市側
（旧甲田町）

裁判で確定
したライン
＝市境と
なるライン

三次市側
（旧三和町）
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総務企画総務企画 補正予算補正予算

第64号　令和２年 ２ 月15日発行

　
12
月
16
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
５
件
を

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例

○
地
方
公
務
員
法
及
び

地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例

○
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

ほ
か
２
件

委
員
長
　
宍
戸 

邦
夫

副
委
員
長
　
新
田 

和
明

委
　
　
員
　
石
飛 

慶
久

　
　
　
　
　
山
本
　 

優

　
　
　
　
　
塚
本
　 

近

　
　
　
　
　
先
川 

和
幸

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　■
質
疑

新
田
　
こ
の
条
例
の
制

定
、
改
正
に
よ
り
費
用

と
し
て
市
が
受
け
る
影

響
は
。

内
藤
総
務
課
長

　年
間

総
支
給
額
で
約
15
％
程

度
上
昇
す
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

新
田
　
民
間
の
専
門
職

や
経
験
、
資
格
を
有
し

て
い
る
方
と
入
れ
替
え

る
考
え
は
。

内
藤
総
務
課
長
　
外
郭

団
体
か
ら
の
専
門
的
な

方
の
新
た
な
任
用
は
考

え
て
い
な
い
。

石
飛
　
会
計
年
度
任
用

職
員
は
地
方
交
付
税
措

置
の
対
象
と
な
る
の
か
。

内
藤
総
務
課
長
　
総
務

省
の
回
答
で
は
現
在
、

財
務
省
と
協
議
中
と
の

こ
と
。

塚
本
　
具
体
的
に
は
本

市
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
の
か
。

内
藤
総
務
課
長

　任
用

要
件
の
厳
格
化
が
目
的

で
あ
り
、
処
遇
改
善
に

会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例

公
益
的
法
人
等
へ
の
職

員
の
派
遣
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

地
方
公
務
員
法
及
び
地

方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例

　■
概
要

　
地
方
公
務
員
法
及
び

地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
、
創
設
さ
れ
る

会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
。

（款）寄附金

１ 寄附金
補正前
180,001 
150,000 
30,000 

173,100 
120,000 
53,100 

353,101 
270,000 
83,100 

補正額 計

2 総務費寄附金
3 商工費寄附金

ふるさと納税制度寄附金
企業版ふるさと納税

（単位：千円）

　■
概
要

　
施
策
の
推
進
を
図
る

た
め
職
員
を
派
遣
す
る

こ
と
が
で
き
る
公
益
的

法
人
等
に
広
島
県
土
木

協
会
、
株
式
会
社
道
の

駅
あ
き
た
か
た
を
追
加

す
る
た
め
の
条
例
改
正
。

　■
質
疑

塚
本
　
保
育
所
規
模
適

正
化
事
業
「
八
千
代
保

育
園
予
定
」
と
な
っ
て

い
る
が
５
千
万
円
の
工

事
費
を
こ
の
事
業
に
充

当
す
る
の
か
。

久
城
子
育
て
支
援
課
長

　八
千
代
保
育
園
の
用

地
造
成
工
事
に
充
当
。

塚
本
　
八
千
代
の
保
育

園
は
私
立
と
認
識
し
て

い
る
。
公
立
保
育
所
の

予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
が
。

久
城
子
育
て
支
援
課
長

　
保
育
の
責
務
は
市
に

あ
る
た
め
、
市
有
地
の

造
成
工
事
は
市
が
実
施

し
、
私
立
保
育
園
に
無

償
貸
与
す
る
も
の
。

森
林
環
境
譲
与
税
基
金

条
例　■

概
要

　
森
林
環
境
譲
与
税
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
使
途
や
財
源
の
管
理

を
行
い
、
事
業
に
充
当

し
て
活
用
す
る
た
め
に

基
金
を
創
設
す
る
も
の
。

過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

　■
概
要

　
過
疎
債
を
財
源
と
し

　■
概
要

　
地
方
公
務
員
法
及
び

地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
、
安
芸
高
田
市

職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
等
の
関
係

条
例
の
規
定
の
整
備
を

行
う
も
の
。

影
響
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

先
川
　
臨
時
的
任
用
職

員
の
事
務
職
に
つ
い
て

一
年
契
約
で
更
新
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
が
制

限
が
あ
る
の
か
。

内
藤
総
務
課
長

　違
う

部
署
に
配
属
に
な
っ
た

と
し
て
も
年
数
の
制
限

は
な
い
。

・ふるさと納税制度寄附金1億2000万円
・企業版ふるさと納税5310万円
・ふるさと納税制度寄附金1億2000万円
・企業版ふるさと納税5310万円

一般会計 4億8885万6千円を追加
（予算総額　226億1609万8千円）
一般会計 4億8885万6千円を追加
（予算総額　226億1609万8千円）可

決

令
和
元
年
度

歳
入

歳入

増
額

主な補正予算主な補正予算

○老人福祉に要する経費4312万円
　特別養護老人ホーム（百楽荘）移転増床に伴う補助金
○老人福祉に要する経費4312万円
　特別養護老人ホーム（百楽荘）移転増床に伴う補助金

○公立保育所管理運営費5100万円
　（仮称）八千代保育園に伴う造成工事等（刈田保育園・八千代南保育園統合予定）
○公立保育所管理運営費5100万円
　（仮称）八千代保育園に伴う造成工事等（刈田保育園・八千代南保育園統合予定）

○河川維持管理費1700万円
　吉田3、八千代4、美土里3、高宮4、甲田2、向原3河川の浚渫
○河川維持管理費1700万円
　吉田3、八千代4、美土里3、高宮4、甲田2、向原3河川の浚渫

しゅんせつしゅんせつ

統合する保育園（仮称）八千代保育園建設予定地（八千代町上根）

移転増床中の百楽荘（吉田町吉田　国道54号線沿い）

会
計
年
度
任
用

　
　
職
員
制
度
と
は
？

　
　
今
ま
で
の
臨
時
的

任
用
職
員
は
自
治
体

に
よ
り
取
り
扱
い
が

異
な
っ
て
い
た
が
、

こ
の
制
度
に
よ
り
あ

る
程
度
共
通
事
項
が

定
め
ら
れ
た
。

ひ
と
く
ち
メ
モ

て
実
施
す
る
事
業
は
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事

業
に
限
ら
れ
る
た
め
、

新
た
に
追
加
掲
載
す
る

も
の
。
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総務企画総務企画 補正予算補正予算

第64号　令和２年 ２ 月15日発行

　
12
月
16
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
５
件
を

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例

○
地
方
公
務
員
法
及
び

地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例

○
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

ほ
か
２
件

委
員
長
　
宍
戸 

邦
夫

副
委
員
長
　
新
田 

和
明

委
　
　
員
　
石
飛 

慶
久

　
　
　
　
　
山
本
　 

優

　
　
　
　
　
塚
本
　 

近

　
　
　
　
　
先
川 

和
幸

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　■
質
疑

新
田
　
こ
の
条
例
の
制

定
、
改
正
に
よ
り
費
用

と
し
て
市
が
受
け
る
影

響
は
。

内
藤
総
務
課
長

　年
間

総
支
給
額
で
約
15
％
程

度
上
昇
す
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

新
田
　
民
間
の
専
門
職

や
経
験
、
資
格
を
有
し

て
い
る
方
と
入
れ
替
え

る
考
え
は
。

内
藤
総
務
課
長
　
外
郭

団
体
か
ら
の
専
門
的
な

方
の
新
た
な
任
用
は
考

え
て
い
な
い
。

石
飛
　
会
計
年
度
任
用

職
員
は
地
方
交
付
税
措

置
の
対
象
と
な
る
の
か
。

内
藤
総
務
課
長
　
総
務

省
の
回
答
で
は
現
在
、

財
務
省
と
協
議
中
と
の

こ
と
。

塚
本
　
具
体
的
に
は
本

市
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
の
か
。

内
藤
総
務
課
長

　任
用

要
件
の
厳
格
化
が
目
的

で
あ
り
、
処
遇
改
善
に

会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例

公
益
的
法
人
等
へ
の
職

員
の
派
遣
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

地
方
公
務
員
法
及
び
地

方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例

　■
概
要

　
地
方
公
務
員
法
及
び

地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
、
創
設
さ
れ
る

会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
。

（款）寄附金

１ 寄附金
補正前
180,001 
150,000 
30,000 

173,100 
120,000 
53,100 

353,101 
270,000 
83,100 

補正額 計

2 総務費寄附金
3 商工費寄附金

ふるさと納税制度寄附金
企業版ふるさと納税

（単位：千円）

　■
概
要

　
施
策
の
推
進
を
図
る

た
め
職
員
を
派
遣
す
る

こ
と
が
で
き
る
公
益
的

法
人
等
に
広
島
県
土
木

協
会
、
株
式
会
社
道
の

駅
あ
き
た
か
た
を
追
加

す
る
た
め
の
条
例
改
正
。

　■
質
疑

塚
本
　
保
育
所
規
模
適

正
化
事
業
「
八
千
代
保

育
園
予
定
」
と
な
っ
て

い
る
が
５
千
万
円
の
工

事
費
を
こ
の
事
業
に
充

当
す
る
の
か
。

久
城
子
育
て
支
援
課
長

　八
千
代
保
育
園
の
用

地
造
成
工
事
に
充
当
。

塚
本
　
八
千
代
の
保
育

園
は
私
立
と
認
識
し
て

い
る
。
公
立
保
育
所
の

予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
が
。

久
城
子
育
て
支
援
課
長

　
保
育
の
責
務
は
市
に

あ
る
た
め
、
市
有
地
の

造
成
工
事
は
市
が
実
施

し
、
私
立
保
育
園
に
無

償
貸
与
す
る
も
の
。

森
林
環
境
譲
与
税
基
金

条
例　■

概
要

　
森
林
環
境
譲
与
税
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
使
途
や
財
源
の
管
理

を
行
い
、
事
業
に
充
当

し
て
活
用
す
る
た
め
に

基
金
を
創
設
す
る
も
の
。

過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

　■
概
要

　
過
疎
債
を
財
源
と
し

　■
概
要

　
地
方
公
務
員
法
及
び

地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
、
安
芸
高
田
市

職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
等
の
関
係

条
例
の
規
定
の
整
備
を

行
う
も
の
。

影
響
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

先
川
　
臨
時
的
任
用
職

員
の
事
務
職
に
つ
い
て

一
年
契
約
で
更
新
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
が
制

限
が
あ
る
の
か
。

内
藤
総
務
課
長

　違
う

部
署
に
配
属
に
な
っ
た

と
し
て
も
年
数
の
制
限

は
な
い
。

・ふるさと納税制度寄附金1億2000万円
・企業版ふるさと納税5310万円
・ふるさと納税制度寄附金1億2000万円
・企業版ふるさと納税5310万円

一般会計 4億8885万6千円を追加
（予算総額　226億1609万8千円）
一般会計 4億8885万6千円を追加
（予算総額　226億1609万8千円）可

決

令
和
元
年
度

歳
入

歳入

増
額

主な補正予算主な補正予算

○老人福祉に要する経費4312万円
　特別養護老人ホーム（百楽荘）移転増床に伴う補助金
○老人福祉に要する経費4312万円
　特別養護老人ホーム（百楽荘）移転増床に伴う補助金

○公立保育所管理運営費5100万円
　（仮称）八千代保育園に伴う造成工事等（刈田保育園・八千代南保育園統合予定）
○公立保育所管理運営費5100万円
　（仮称）八千代保育園に伴う造成工事等（刈田保育園・八千代南保育園統合予定）

○河川維持管理費1700万円
　吉田3、八千代4、美土里3、高宮4、甲田2、向原3河川の浚渫
○河川維持管理費1700万円
　吉田3、八千代4、美土里3、高宮4、甲田2、向原3河川の浚渫

しゅんせつしゅんせつ

統合する保育園（仮称）八千代保育園建設予定地（八千代町上根）

移転増床中の百楽荘（吉田町吉田　国道54号線沿い）

会
計
年
度
任
用

　
　
職
員
制
度
と
は
？

　
　
今
ま
で
の
臨
時
的

任
用
職
員
は
自
治
体

に
よ
り
取
り
扱
い
が

異
な
っ
て
い
た
が
、

こ
の
制
度
に
よ
り
あ

る
程
度
共
通
事
項
が

定
め
ら
れ
た
。

ひ
と
く
ち
メ
モ

て
実
施
す
る
事
業
は
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事

業
に
限
ら
れ
る
た
め
、

新
た
に
追
加
掲
載
す
る

も
の
。
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産業建設産業建設 文教厚生文教厚生

第64号　令和２年 ２ 月15日発行

今春オープン予定「道の駅三矢の里あきたかた」 多文化共生拠点施設として利活用される「輝ら里」
き 　 り

　
12
月
18
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
２
件
を
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
道
の
駅
三

矢
の
里
あ
き
た
か
た

設
置
及
び
管
理
条
例

○
安
芸
高
田
市
下
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例

委
員
長

　熊
高 

昌
三

副
委
員
長

　芦
田 

宏
治

　
　
　
　
　山
根 

温
子

　
　
　
　
　前
重 

昌
敬

　
　
　
　
　大
下 

正
幸

　
　
　
　
　金
行 

哲
昭

産
業
建
設
常
任
委
員
会

報
告
事
項

　
12
月
17
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
３
件
、陳

情
・
要
望
３
件
、
請
願

１
件
を
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
多
文
化

共
生
推
進
拠
点
施
設

設
置
及
び
管
理
条
例

○
安
芸
高
田
市
人
権
会
館

設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
安
芸
高
田
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

委
員
長

　秋
田 

雅
朝

副
委
員
長

　玉
井 

直
子

委

　
　員

　玉
重 

輝
吉

　
　
　
　
　児
玉 

史
則

　
　
　
　
　青
原 

敏
治

　
　
　
　
　水
戸 

眞
悟

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　■
質
疑

玉
重

　指
定
管
理
者
は

公
募
す
る
の
か
。

中
村
人
権
多
文
化
共
生

推
進
課
長

　指
定
管
理

者
は
、
多
文
化
共
生
を

推
進
す
る
団
体
が
一
つ

で
あ
り
、具
体
的
に
は
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人

安
芸
高
田
市
国
際
交
流

協
会
で
あ
る
。

　■
質
疑

児
玉

　福
祉
保
健
部
と

　■
質
疑

金
行

　研
修
室
や
多
目

的
広
場
（
多
目
的
室
）

を
地
域
や
子
供
の
研
修
、

学
校
行
事
な
ど
で
利
用

す
る
場
合
の
、
利
用
料

金
の
特
例
措
置
は
設
け

ら
れ
て
い
る
の
か
。

佐
々
木
商
工
観
光
課
特

命
担
当
課
長

　減
免
の

エ
リ
ア
は
２
階
の
研
修

室
、
産
直
棟
、
休
憩
情

報
発
信
棟
の
多
目
的
室
、

多
目
的
広
場
が
該
当
す

る
。
減
免
に
つ
い
て
は
、

受
益
者
負
担
の
原
則
を

徹
底
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

芦
田

　再
来
年
に
オ
ー

プ
ン
す
る
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
と
の
相
乗
効
果
を
図

る
の
で
あ
れ
ば
、
道
の

駅
の
開
館
時
間
と
休
館

日
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
現
時

点
の
考
え
は
。

竹
本
副
市
長

　相
乗
効

果
が
図
れ
る
よ
う
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

最
終
的
に
は
、
指
定
管

【
産
業
振
興
部
関
係
】

○
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
オ

フ
ィ
ス
整
備
事
業
に
つ

い
て

○
農
林
土
木
施
設
災
害

に
お
け
る
平
成
30
年
７

月
豪
雨
災
害
及
び
令
和

元
年
７
月
豪
雨
災
害
の

復
旧
状
況
に
つ
い
て

【
建
設
部
関
係
】

○
公
共
土
木
施
設
災
害

に
お
け
る
平
成
30
年
７

月
豪
雨
災
害
及
び
令
和

元
年
７
月
豪
雨
災
害
の

復
旧
状
況
に
つ
い
て

○
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
に
つ
い
て

　■
質
疑

玉
重

　職
員
の
業
務

量
は
ど
う
な
る
の
か
。

竹
本
税
務
課
長

　現
在

は
、
４
月
に
仮
算
定
、

７
月
に
本
算
定
と
２
回

通
知
書
を
送
っ
て
い
る

も
の
が
１
回
に
ま
と
ま

る
た
め
、
事
務
の
軽
減

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

多
文
化
共
生
推
進
拠
点

施
設
設
置
及
び
管
理
条

例

き

　
　
　
　
　り

　■
概
要

　旧
安
芸
高
田
少
年
自

然
の
家
「
輝
ら
里
」
を

本
市
の
多
文
化
共
生
を

一
層
推
進
す
る
た
め
の

拠
点
施
設
と
し
て
活
用

す
る
た
め
、
設
置
及
び

管
理
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

人
権
会
館
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　■
概
要

　今
後
、
よ
り
一
層
福

祉
分
野
と
の
連
携
を
進

め
る
た
め
、
合
併
以
前

の
名
称
を
引
き
継
い
で

き
た
「
人
権
会
館
」
の

名
称
を
「
人
権
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
に
改
め
る
こ

と
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

道
の
駅
三
矢
の
里
あ
き

た
か
た
設
置
及
び
管
理

条
例　■

概
要

　市
民
や
道
路
利
用
者

等
に
良
好
な
休
憩
の
場

を
提
供
し
、
地
域
の
活

性
化
や
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
の
推
進
等
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
る
「
道
の
駅
三
矢

の
里
あ
き
た
か
た
」
の

運
営
等
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
。

下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例

　■
概
要

　下
水
道
事
業
の
地
方

公
営
企
業
法
の
適
用
に

伴
い
、
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
及
び
、
特

定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
を
統

合
し
、
公
営
企
業
会
計

と
し
て
運
営
す
る
た
め
、

地
方
公
営
企
業
法
の
適

用
範
囲
や
、
経
営
の
基

本
等
に
つ
い
て
定
め
る

も
の
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　■
概
要

　国
民
健
康
保
険
税
の

納
期
限
を
変
更
す
る
も

の
で
、
そ
れ
に
伴
う
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の

規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

請　願

甲田町高田原下長屋地区に計画中の安芸高田市甲田町高田原産業廃棄物最終
処分場建設許可差し止めに関する請願書
〔審査結果〕上記の請願は引き続き継続審査とした。

陳　情 ・ 要　望

精神保健、福祉施策充実に関する要望書
〔要 望 者〕あきみのり会（旧精神障害者家族会）　代表　平本　和昭
〔審査結果〕上記の要望は委員会で採択とした。

・「国による妊産婦医療費助成制度創設」を求める意見書採択を求めることについて
・妊産婦医療費助成制度等の創設を求めることについて
〔陳 情 者〕広島県保険医協会　理事長　長谷　憲
〔審査結果〕上記の２件の陳情は委員会で不採択とした。

の
業
務
分
担
は
で
き
て

い
る
の
か
。

中
村
人
権
多
文
化
共
生

推
進
課
長

　福
祉
保
健

部
の
担
当
課
と
は
事
前

調
整
等
行
い
、
共
催
の

よ
う
な
形
で
実
施
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

公共下水道 吉田浄化センター

オフィスイメージ

理
者
が
開
館
日
や
開
館

時
間
を
決
定
す
る
。

佐
々
木
商
工
観
光
課
特

命
担
当
課
長

　本
来
で

あ
れ
ば
、
条
例
に
開
館

時
間
等
を
明
記
す
べ
き

で
あ
る
が
、
各
テ
ナ
ン

ト
か
ら
詳
細
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ

り
、
現
在
調
整
を
し
て

い
る
た
め
規
則
で
定
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

山
根

　災
害
時
に
防
災

拠
点
と
し
て
ど
の
よ
う

に
管
理
さ
れ
る
か
が
条

例
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。

防
災
拠
点
と
し
て
の
機

能
を
明
確
に
す
べ
き
と

思
う
が
。

竹
本
副
市
長

　災
害
時

は
、
休
館
日
な
ど
は
想

定
で
き
ず
、
ど
う
い
っ

た
状
況
で
も
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
広

島
市
と
も
災
害
時
の
拠

点
施
設
と
し
て
協
定
を

締
結
す
る
段
取
り
を
進

め
て
い
る
。
具
体
的
に

は
今
後
協
議
を
進
め
る
。
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今春オープン予定「道の駅三矢の里あきたかた」 多文化共生拠点施設として利活用される「輝ら里」
き 　 り

　
12
月
18
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
２
件
を
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
道
の
駅
三

矢
の
里
あ
き
た
か
た

設
置
及
び
管
理
条
例

○
安
芸
高
田
市
下
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例

委
員
長

　熊
高 

昌
三

副
委
員
長

　芦
田 

宏
治

　
　
　
　
　山
根 

温
子

　
　
　
　
　前
重 

昌
敬

　
　
　
　
　大
下 

正
幸

　
　
　
　
　金
行 

哲
昭

産
業
建
設
常
任
委
員
会

報
告
事
項

　
12
月
17
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
３
件
、陳

情
・
要
望
３
件
、
請
願

１
件
を
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
多
文
化

共
生
推
進
拠
点
施
設

設
置
及
び
管
理
条
例

○
安
芸
高
田
市
人
権
会
館

設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
安
芸
高
田
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

委
員
長

　秋
田 

雅
朝

副
委
員
長

　玉
井 

直
子

委

　
　員

　玉
重 

輝
吉

　
　
　
　
　児
玉 

史
則

　
　
　
　
　青
原 

敏
治

　
　
　
　
　水
戸 

眞
悟

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　■
質
疑

玉
重

　指
定
管
理
者
は

公
募
す
る
の
か
。

中
村
人
権
多
文
化
共
生

推
進
課
長

　指
定
管
理

者
は
、
多
文
化
共
生
を

推
進
す
る
団
体
が
一
つ

で
あ
り
、具
体
的
に
は
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人

安
芸
高
田
市
国
際
交
流

協
会
で
あ
る
。

　■
質
疑

児
玉

　福
祉
保
健
部
と

　■
質
疑

金
行

　研
修
室
や
多
目

的
広
場
（
多
目
的
室
）

を
地
域
や
子
供
の
研
修
、

学
校
行
事
な
ど
で
利
用

す
る
場
合
の
、
利
用
料

金
の
特
例
措
置
は
設
け

ら
れ
て
い
る
の
か
。

佐
々
木
商
工
観
光
課
特

命
担
当
課
長

　減
免
の

エ
リ
ア
は
２
階
の
研
修

室
、
産
直
棟
、
休
憩
情

報
発
信
棟
の
多
目
的
室
、

多
目
的
広
場
が
該
当
す

る
。
減
免
に
つ
い
て
は
、

受
益
者
負
担
の
原
則
を

徹
底
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

芦
田

　再
来
年
に
オ
ー

プ
ン
す
る
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
と
の
相
乗
効
果
を
図

る
の
で
あ
れ
ば
、
道
の

駅
の
開
館
時
間
と
休
館

日
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
現
時

点
の
考
え
は
。

竹
本
副
市
長

　相
乗
効

果
が
図
れ
る
よ
う
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

最
終
的
に
は
、
指
定
管

【
産
業
振
興
部
関
係
】

○
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
オ

フ
ィ
ス
整
備
事
業
に
つ

い
て

○
農
林
土
木
施
設
災
害

に
お
け
る
平
成
30
年
７

月
豪
雨
災
害
及
び
令
和

元
年
７
月
豪
雨
災
害
の

復
旧
状
況
に
つ
い
て

【
建
設
部
関
係
】

○
公
共
土
木
施
設
災
害

に
お
け
る
平
成
30
年
７

月
豪
雨
災
害
及
び
令
和

元
年
７
月
豪
雨
災
害
の

復
旧
状
況
に
つ
い
て

○
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
に
つ
い
て

　■
質
疑

玉
重

　職
員
の
業
務

量
は
ど
う
な
る
の
か
。

竹
本
税
務
課
長

　現
在

は
、
４
月
に
仮
算
定
、

７
月
に
本
算
定
と
２
回

通
知
書
を
送
っ
て
い
る

も
の
が
１
回
に
ま
と
ま

る
た
め
、
事
務
の
軽
減

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

多
文
化
共
生
推
進
拠
点

施
設
設
置
及
び
管
理
条

例

き

　
　
　
　
　り

　■
概
要

　旧
安
芸
高
田
少
年
自

然
の
家
「
輝
ら
里
」
を

本
市
の
多
文
化
共
生
を

一
層
推
進
す
る
た
め
の

拠
点
施
設
と
し
て
活
用

す
る
た
め
、
設
置
及
び

管
理
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

人
権
会
館
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　■
概
要

　今
後
、
よ
り
一
層
福

祉
分
野
と
の
連
携
を
進

め
る
た
め
、
合
併
以
前

の
名
称
を
引
き
継
い
で

き
た
「
人
権
会
館
」
の

名
称
を
「
人
権
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
に
改
め
る
こ

と
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

道
の
駅
三
矢
の
里
あ
き

た
か
た
設
置
及
び
管
理

条
例　■

概
要

　市
民
や
道
路
利
用
者

等
に
良
好
な
休
憩
の
場

を
提
供
し
、
地
域
の
活

性
化
や
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
の
推
進
等
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
る
「
道
の
駅
三
矢

の
里
あ
き
た
か
た
」
の

運
営
等
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
。

下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例

　■
概
要

　下
水
道
事
業
の
地
方

公
営
企
業
法
の
適
用
に

伴
い
、
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
及
び
、
特

定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
を
統

合
し
、
公
営
企
業
会
計

と
し
て
運
営
す
る
た
め
、

地
方
公
営
企
業
法
の
適

用
範
囲
や
、
経
営
の
基

本
等
に
つ
い
て
定
め
る

も
の
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　■
概
要

　国
民
健
康
保
険
税
の

納
期
限
を
変
更
す
る
も

の
で
、
そ
れ
に
伴
う
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の

規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

請　願

甲田町高田原下長屋地区に計画中の安芸高田市甲田町高田原産業廃棄物最終
処分場建設許可差し止めに関する請願書
〔審査結果〕上記の請願は引き続き継続審査とした。

陳　情 ・ 要　望

精神保健、福祉施策充実に関する要望書
〔要 望 者〕あきみのり会（旧精神障害者家族会）　代表　平本　和昭
〔審査結果〕上記の要望は委員会で採択とした。

・「国による妊産婦医療費助成制度創設」を求める意見書採択を求めることについて
・妊産婦医療費助成制度等の創設を求めることについて
〔陳 情 者〕広島県保険医協会　理事長　長谷　憲
〔審査結果〕上記の２件の陳情は委員会で不採択とした。

の
業
務
分
担
は
で
き
て

い
る
の
か
。

中
村
人
権
多
文
化
共
生

推
進
課
長

　福
祉
保
健

部
の
担
当
課
と
は
事
前

調
整
等
行
い
、
共
催
の

よ
う
な
形
で
実
施
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

公共下水道 吉田浄化センター

オフィスイメージ

理
者
が
開
館
日
や
開
館

時
間
を
決
定
す
る
。

佐
々
木
商
工
観
光
課
特

命
担
当
課
長

　本
来
で

あ
れ
ば
、
条
例
に
開
館

時
間
等
を
明
記
す
べ
き

で
あ
る
が
、
各
テ
ナ
ン

ト
か
ら
詳
細
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ

り
、
現
在
調
整
を
し
て

い
る
た
め
規
則
で
定
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

山
根

　災
害
時
に
防
災

拠
点
と
し
て
ど
の
よ
う

に
管
理
さ
れ
る
か
が
条

例
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。

防
災
拠
点
と
し
て
の
機

能
を
明
確
に
す
べ
き
と

思
う
が
。

竹
本
副
市
長

　災
害
時

は
、
休
館
日
な
ど
は
想

定
で
き
ず
、
ど
う
い
っ

た
状
況
で
も
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
広

島
市
と
も
災
害
時
の
拠

点
施
設
と
し
て
協
定
を

締
結
す
る
段
取
り
を
進

め
て
い
る
。
具
体
的
に

は
今
後
協
議
を
進
め
る
。
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運営協議会制度
導入について
教育長／「地域とともにある学校
　　　　づくり」に向け取り組む

学

　校
宍戸 邦夫
（無所属）

進
と
充
実
が
図
れ
る
よ
う

取
り
組
む
。

宍
戸

　新
た
な
過
疎
法

制
定
に
向
け
た
動
き
が

あ
る
中
で
、
市
と
し
て

の
対
応
は
。

市
長
　
本
市
に
お
い
て

は
過
疎
法
の
適
用
が
な

い
と
存
続
は
な
い
と
い

う
思
い
だ
。
国
、
県
に

対
し
て
新
た
な
過
疎
法

制
定
に
向
け
て
強
く
要

望
し
て
い
く
。

宍
戸

　学
校
運
営
協
議

会
制
度
導
入
に
あ
た
り
、

理
解
と
協
力
を
得
る
た

め
の
市
民
へ
の
周
知
は
。

教
育
長
　
広
報
誌
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

ま
た
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

回
覧
な
ど
を
通
し
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
推

学校運営協議会制度導入に向けた研修会

宍
戸

　防
災
の
視
点
か

ら
改
修
等
に
係
る
費
用

へ
の
助
成
制
度
の
拡
充

は
。

市
長
　
防
災
的
な
見
地

か
ら
抜
本
的
な
検
討
を

考
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
だ
と

思
っ
て
い
る
。

過
疎
法
に
つ
い
て

農
業
用
た
め
池

改
修
の
助
成
制
度

拡
充
に
つ
い
て

一般
質問

総合計画後期
基本計画への反映は
市長／対応した施策を展開する
　　　必要がある

ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0新田 和明

（無所属）

社
会
を
意
識
し
、
施
策

に
盛
り
込
ん
で
い
く
よ

う
考
え
て
い
る
。

新
田

　障
害
者
や
高
齢

者
の
災
害
時
対
応
は
。

市
長
　
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
を
作
成
し
、

関
係
団
体
に
お
願
い
し

て
い
る
が
、
支
援
者
の

負
担
や
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
な
ど
の
課
題

で
、
策
定
に
至
っ
て
い

な
い
現
状
で
あ
る
。

新
田

　ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0

の
シ
ス
テ
ム
を
、
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
に

盛
り
込
む
考
え
は
。

市
長
　
市
の
活
性
化
や

福
祉
向
上
に
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
に
ソ

サ
エ
テ
ィ
5.0
の
目
指
す

ＡＩ（人口知能）により、一人一人が
快適で活躍できる社会の仕組み

新
田

　消
防
団
詰
所
の

エ
ア
コ
ン
や
テ
レ
ビ
は
市

が
設
置
す
る
べ
き
で
は
。

市
長
　
優
先
度
の
高
い

設
備
か
ら
行
い
、
予
算

の
増
額
も
考
え
て
い
き

た
い
。

新
田

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
で

遠
隔
授
業
を
行
っ
て
は
。

教
育
長
　
効
果
的
な
方

法
と
認
識
し
て
い
る
。

研
究
を
深
め
て
い
く
。

防
災
関
連
シ
ス
テ
ム
の

運
用
に
つ
い
て

小
学
校
授
業
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

一問一答１０人が
市政を問う
１０人が
市政を問う

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

インターネット議会中継
一般質問・本会議をみてください！
インターネット議会中継
一般質問・本会議をみてください！

〔視聴方法〕
　　　　　　  → 　　　　　　　  →  　　　　
https://www.akitakata.jp/ja/parliament/

インターネット回線の状況やYouTube社側のメンテナンス、その他ご利用のパソコン環境などにより、正常に
視聴できない場合がありますので、ご了承ください。

市ホームページ 議会中継安芸高田市議会

一般
質問

産業振興

市
内
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
振
興
条
例
の
制
定
は

市
長
／
必
要
な
条
例
、
慎
重
に
制
定

　
　
　に
向
け
努
力
し
て
い
く

山根 温子
（無所属）

山
根

　広
島
県
内
の
中

小
企
業
・
小
規
模
企
業
は
、

県
内
企
業
数
の
99
％
を

占
め
そ
の
う
ち
小
規
模

企
業
は
約
８
割
に
上
る
。

本
市
の
割
合
は
。

市
長
　
28
年
度
経
済
セ

ン
サ
ス
・
活
動
調
査

デ
ー
タ
の
分
析
結
果
に

よ
る
と
、
小
規
模
を
含

む
市
内
中
小
企
業
は

99
・
９
％
、
そ
の
う
ち

小
規
模
企
業
は
88
・

４
％
。

山
根

　経
済
産
業
省
の

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ

ム
の
デ
ー
タ
か
ら
、
市

内
の
企
業
数
と
従
業
員

数
を
経
年
的
に
見
る
と

建
設
業
と
卸
売
業
・
小

売
業
に
大
き
な
減
少
が

見
ら
れ
た
。
市
長
の
受

け
止
め
は
。

市
長
　
全
国
的
な
傾
向
。

大
き
な
課
題
と
認
識
。

山
根
　
企
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
、
経
営
基
盤
の
弱
い

小
規
模
企
業
や
中
小
企

業
は
深
刻
な
状
況
に
あ

る
。
事
業
の
持
続
的
発

展
に
向
け
た
条
例
制
定

の
考
え
は
。

市
長
　
広
島
県
並
び
に

県
内
周
辺
自
治
体
の
状

況
を
踏
ま
え
、
条
例
制

定
に
向
け
努
力
す
る
。

市内産業分類別企業数と従業員数の経年的変化のうち、
増減の大きい中分類別業種の変化

（経済産業省　地域経済分析システム　　　　　　　　
　　　「RESAS リーサス」のデータをもとに作成） （内閣府ホームページより）
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教育長／「地域とともにある学校
　　　　づくり」に向け取り組む

学
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宍戸 邦夫
（無所属）

進
と
充
実
が
図
れ
る
よ
う

取
り
組
む
。

宍
戸

　新
た
な
過
疎
法

制
定
に
向
け
た
動
き
が

あ
る
中
で
、
市
と
し
て

の
対
応
は
。

市
長
　
本
市
に
お
い
て

は
過
疎
法
の
適
用
が
な

い
と
存
続
は
な
い
と
い

う
思
い
だ
。
国
、
県
に

対
し
て
新
た
な
過
疎
法

制
定
に
向
け
て
強
く
要

望
し
て
い
く
。

宍
戸

　学
校
運
営
協
議

会
制
度
導
入
に
あ
た
り
、

理
解
と
協
力
を
得
る
た

め
の
市
民
へ
の
周
知
は
。

教
育
長
　
広
報
誌
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

ま
た
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

回
覧
な
ど
を
通
し
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
推

学校運営協議会制度導入に向けた研修会

宍
戸

　防
災
の
視
点
か

ら
改
修
等
に
係
る
費
用

へ
の
助
成
制
度
の
拡
充

は
。

市
長
　
防
災
的
な
見
地

か
ら
抜
本
的
な
検
討
を

考
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
だ
と

思
っ
て
い
る
。

過
疎
法
に
つ
い
て

農
業
用
た
め
池

改
修
の
助
成
制
度

拡
充
に
つ
い
て

一般
質問

総合計画後期
基本計画への反映は
市長／対応した施策を展開する
　　　必要がある

ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0新田 和明

（無所属）

社
会
を
意
識
し
、
施
策

に
盛
り
込
ん
で
い
く
よ

う
考
え
て
い
る
。

新
田

　障
害
者
や
高
齢

者
の
災
害
時
対
応
は
。

市
長
　
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
を
作
成
し
、

関
係
団
体
に
お
願
い
し

て
い
る
が
、
支
援
者
の

負
担
や
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
な
ど
の
課
題

で
、
策
定
に
至
っ
て
い

な
い
現
状
で
あ
る
。

新
田

　ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0

の
シ
ス
テ
ム
を
、
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
に

盛
り
込
む
考
え
は
。

市
長
　
市
の
活
性
化
や

福
祉
向
上
に
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
に
ソ

サ
エ
テ
ィ
5.0
の
目
指
す

ＡＩ（人口知能）により、一人一人が
快適で活躍できる社会の仕組み

新
田

　消
防
団
詰
所
の

エ
ア
コ
ン
や
テ
レ
ビ
は
市

が
設
置
す
る
べ
き
で
は
。

市
長
　
優
先
度
の
高
い

設
備
か
ら
行
い
、
予
算

の
増
額
も
考
え
て
い
き

た
い
。

新
田

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
で

遠
隔
授
業
を
行
っ
て
は
。

教
育
長
　
効
果
的
な
方

法
と
認
識
し
て
い
る
。

研
究
を
深
め
て
い
く
。

防
災
関
連
シ
ス
テ
ム
の

運
用
に
つ
い
て

小
学
校
授
業
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

一問一答１０人が
市政を問う
１０人が
市政を問う

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

インターネット議会中継
一般質問・本会議をみてください！
インターネット議会中継
一般質問・本会議をみてください！

〔視聴方法〕
　　　　　　  → 　　　　　　　  →  　　　　
https://www.akitakata.jp/ja/parliament/

インターネット回線の状況やYouTube社側のメンテナンス、その他ご利用のパソコン環境などにより、正常に
視聴できない場合がありますので、ご了承ください。
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一般
質問

産業振興

市
内
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
振
興
条
例
の
制
定
は

市
長
／
必
要
な
条
例
、
慎
重
に
制
定

　
　
　に
向
け
努
力
し
て
い
く

山根 温子
（無所属）

山
根

　広
島
県
内
の
中

小
企
業
・
小
規
模
企
業
は
、

県
内
企
業
数
の
99
％
を

占
め
そ
の
う
ち
小
規
模

企
業
は
約
８
割
に
上
る
。

本
市
の
割
合
は
。

市
長
　
28
年
度
経
済
セ

ン
サ
ス
・
活
動
調
査

デ
ー
タ
の
分
析
結
果
に

よ
る
と
、
小
規
模
を
含

む
市
内
中
小
企
業
は

99
・
９
％
、
そ
の
う
ち

小
規
模
企
業
は
88
・

４
％
。

山
根

　経
済
産
業
省
の

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ

ム
の
デ
ー
タ
か
ら
、
市

内
の
企
業
数
と
従
業
員

数
を
経
年
的
に
見
る
と

建
設
業
と
卸
売
業
・
小

売
業
に
大
き
な
減
少
が

見
ら
れ
た
。
市
長
の
受

け
止
め
は
。

市
長
　
全
国
的
な
傾
向
。

大
き
な
課
題
と
認
識
。

山
根
　
企
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
、
経
営
基
盤
の
弱
い

小
規
模
企
業
や
中
小
企

業
は
深
刻
な
状
況
に
あ

る
。
事
業
の
持
続
的
発

展
に
向
け
た
条
例
制
定

の
考
え
は
。

市
長
　
広
島
県
並
び
に

県
内
周
辺
自
治
体
の
状

況
を
踏
ま
え
、
条
例
制

定
に
向
け
努
力
す
る
。

市内産業分類別企業数と従業員数の経年的変化のうち、
増減の大きい中分類別業種の変化

（経済産業省　地域経済分析システム　　　　　　　　
　　　「RESAS リーサス」のデータをもとに作成） （内閣府ホームページより）



芦
田

　郡
山
城
は
国
の

史
跡
と
い
う
こ
と
で
教

育
委
員
会
任
せ
に
な
っ

て
い
る
が
、
農
林
水
産

課
や
森
林
に
関
す
る
学

識
経
験
者
を
入
れ
て
史

跡
の
保
存
と
山
の
維
持

金
行

　保
育
所
跡
地
を

災
害
避
難
場
所
、
子
ど

も
と
遊
ぶ
場
、
研
修
、

民
宿
な
ど
に
活
用
は
。

市
長
　
耐
久
性
の
問
題

が
あ
り
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
検
討
す
る
。

金
行

　成
年
後
見
制
度

内
容
と
中
核
機
関
と
し

て
専
門
的
助
言
等
の
支

援
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長
　
後
見
人
支
援
な

ど
の
事
業
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
中

核
と
な
る
機
関
の
設
置

が
有
効
で
あ
り
、
専
門

的
な
判
断
や
支
援
が
可

能
と
な
る
も
の
と
考
え
る
。

金
行

　新
規
就
農
者
に

農
業
次
世
代
資
金
や
技

術
及
び
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
。

市
長
　
農
業
法
人
研
修

施
設
整
備
等
の
条
件
整

備
を
行
っ
て
お
り
、
農

業
者
が
技
術
や
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
機

会
増
大
を
考
え
て
い
る
。
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小学校英語教育で
専任教師の配置を
教育長／国の動向を
　　　　注視して検討

学
校
教
育
施
策秋田 雅朝

（無所属）

秋
田

　本
市
で
の
各
学

校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
の

完
了
を
受
け
、
夏
休
み

を
短
縮
し
て
教
職
員
の

働
き
方
改
革
の
検
討
を
。

教
育
長

　児
童
生
徒
の

学
び
の
充
実
等
各
校
長

か
ら
の
意
見
聴
取
等
で

必
要
な
検
討
を
し
た
い
。

秋
田

　本
市
の
中
学
校

統
合
の
現
況
と
今
後
は
。

教
育
長
　
単
に
学
校
数

を
検
討
す
る
だ
け
で
な

く
、
適
切
な
教
育
環
境

秋
田

　英
語
の
必
修
化

の
充
実
に
向
け
た
専
任

教
師
の
配
置
の
検
討
は

で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
国
で
学
級
担

任
制
と
教
科
担
任
制
を

検
討
し
て
お
り
、
本
市

で
は
動
向
を
注
視
し
て

の
検
討
を
考
え
て
い
る
。

整
備
の
視
点
で
検
討
の

開
始
を
考
え
て
い
る
。

秋
田

　向
原
高
校
の
魅

力
づ
く
り
の
所
見
は
。

市
長

　学
校
・
行
政
・
地

域
の
共
通
認
識
で
。

教
育
長

　県
教
委
と
の

連
携
を
含
め
た
働
き
か

け
を
丁
寧
に
行
い
、
存

続
・
魅
力
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。

向
原
高
校
の
存
続
・

魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て

一般
質問

屋外スピーカー
設置が必要
市長／財政的な面を考慮する
　　　必要がある

防

　災
青原 敏治
（無所属）

体
的
な
検
討
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
防
災
情
報

を
的
確
に
伝
え
る
こ
と
は

行
政
の
課
題
で
あ
る
た

め
、
大
き
な
見
地
か
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

青
原

　自
主
避
難
体
制

の
確
保
は
。

市
長
　
年
度
当
初
に
各

部
署
の
職
員
体
制
の
配

置
計
画
を
作
成
し
て
お

青
原

　屋
外
ス
ピ
ー
カ

ー
は
。

市
長

　屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

を
整
備
す
る
に
は
、
初

期
投
資
費
用
や
維
持
管

理
費
用
な
ど
財
政
的
な

面
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

の
整
備
に
つ
い
て
は
具

ハザードマップ説明会

り
、
迅
速
に
対
応
し
て

い
く
。

青
原

　補
助
金
見
直
し

は
。

市
長
　
要
綱
改
正
は
検

討
し
た
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
改
正
は
行
っ
て
い

な
い
。

鳥
獣
害
補
助
金

に
つ
い
て

成
年
後
見
制
度

に
つ
い
て

新
規
就
農
者
に

つ
い
て

一般
質問

郡山城跡の
整備について

史
跡
の
保
存
と

山
の
維
持
管
理
は

市
長
／
市
の
関
係
部
局
が
連
携
し

　
　
　
森
林
整
備
を
進
め
た
い

芦田 宏治
（無所属）

芦
田

　今
年
度
で
予
定

し
て
い
る
郡
山
城
跡
の

整
備
状
況
を
伺
う
。

　

教
育
長

　登
山
道
の
整

備
８
箇
所
、
危
険
木
の

伐
採
等
の
他
、
看
板
の

修
繕
を
２
箇
所
行
う
。

芦
田

　樹
木
の
伐
採
に

伴
っ
て
勢
溜
の
壇
か
ら

城
下
町
が
見
下
ろ
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
案
内

看
板
の
設
置
を
望
む
。

教
育
長

　見
晴
ら
し
の

良
い
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

と
し
て
案
内
標
識
の
設

置
を
検
討
す
る
。

せ
だ
ま
り

　
　
　
　だ
ん

せだまり　　　　だん

管
理
を
並
行
し
て
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

　森
林
の
持
つ
本

来
の
機
能
を
取
り
戻
す

た
め
、
森
林
整
備
の
経

験
者
の
知
識
を
得
な
が

ら
、
関
係
部
局
が
連
携

を
取
り
な
が
ら
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

教
育
長

　郡
山
を
山
と

し
て
の
本
来
の
機
能
を

守
り
つ
つ
、
史
跡
を
保

存
で
き
る
よ
う
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。

災害時

小
原
保
育
所
跡
地
の

活
用
を

市
長
／
検
討
す
る

金行 哲昭
（無所属）

小原保育所跡地小学校高学年の英語教育の授業風景

山頂付近にある勢溜の壇からの眺望



芦
田

　郡
山
城
は
国
の

史
跡
と
い
う
こ
と
で
教

育
委
員
会
任
せ
に
な
っ

て
い
る
が
、
農
林
水
産

課
や
森
林
に
関
す
る
学

識
経
験
者
を
入
れ
て
史

跡
の
保
存
と
山
の
維
持

金
行

　保
育
所
跡
地
を

災
害
避
難
場
所
、
子
ど

も
と
遊
ぶ
場
、
研
修
、

民
宿
な
ど
に
活
用
は
。

市
長
　
耐
久
性
の
問
題

が
あ
り
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
検
討
す
る
。

金
行

　成
年
後
見
制
度

内
容
と
中
核
機
関
と
し

て
専
門
的
助
言
等
の
支

援
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長
　
後
見
人
支
援
な

ど
の
事
業
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
中

核
と
な
る
機
関
の
設
置

が
有
効
で
あ
り
、
専
門

的
な
判
断
や
支
援
が
可

能
と
な
る
も
の
と
考
え
る
。

金
行

　新
規
就
農
者
に

農
業
次
世
代
資
金
や
技

術
及
び
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
。

市
長
　
農
業
法
人
研
修

施
設
整
備
等
の
条
件
整

備
を
行
っ
て
お
り
、
農

業
者
が
技
術
や
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
機

会
増
大
を
考
え
て
い
る
。

安芸高田市議会だより 1011 第64号　令和２年 ２ 月15日発行

小学校英語教育で
専任教師の配置を
教育長／国の動向を
　　　　注視して検討

学
校
教
育
施
策秋田 雅朝

（無所属）

秋
田

　本
市
で
の
各
学

校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
の

完
了
を
受
け
、
夏
休
み

を
短
縮
し
て
教
職
員
の

働
き
方
改
革
の
検
討
を
。

教
育
長

　児
童
生
徒
の

学
び
の
充
実
等
各
校
長

か
ら
の
意
見
聴
取
等
で

必
要
な
検
討
を
し
た
い
。

秋
田

　本
市
の
中
学
校

統
合
の
現
況
と
今
後
は
。

教
育
長
　
単
に
学
校
数

を
検
討
す
る
だ
け
で
な

く
、
適
切
な
教
育
環
境

秋
田

　英
語
の
必
修
化

の
充
実
に
向
け
た
専
任

教
師
の
配
置
の
検
討
は

で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
国
で
学
級
担

任
制
と
教
科
担
任
制
を

検
討
し
て
お
り
、
本
市

で
は
動
向
を
注
視
し
て

の
検
討
を
考
え
て
い
る
。

整
備
の
視
点
で
検
討
の

開
始
を
考
え
て
い
る
。

秋
田

　向
原
高
校
の
魅

力
づ
く
り
の
所
見
は
。

市
長

　学
校
・
行
政
・
地

域
の
共
通
認
識
で
。

教
育
長

　県
教
委
と
の

連
携
を
含
め
た
働
き
か

け
を
丁
寧
に
行
い
、
存

続
・
魅
力
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。

向
原
高
校
の
存
続
・

魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て

一般
質問

屋外スピーカー
設置が必要
市長／財政的な面を考慮する
　　　必要がある

防

　災
青原 敏治
（無所属）

体
的
な
検
討
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
防
災
情
報

を
的
確
に
伝
え
る
こ
と
は

行
政
の
課
題
で
あ
る
た

め
、
大
き
な
見
地
か
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

青
原

　自
主
避
難
体
制

の
確
保
は
。

市
長
　
年
度
当
初
に
各

部
署
の
職
員
体
制
の
配

置
計
画
を
作
成
し
て
お

青
原

　屋
外
ス
ピ
ー
カ

ー
は
。

市
長

　屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

を
整
備
す
る
に
は
、
初

期
投
資
費
用
や
維
持
管

理
費
用
な
ど
財
政
的
な

面
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

の
整
備
に
つ
い
て
は
具

ハザードマップ説明会

り
、
迅
速
に
対
応
し
て

い
く
。

青
原

　補
助
金
見
直
し

は
。

市
長
　
要
綱
改
正
は
検

討
し
た
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
改
正
は
行
っ
て
い

な
い
。

鳥
獣
害
補
助
金

に
つ
い
て

成
年
後
見
制
度

に
つ
い
て

新
規
就
農
者
に

つ
い
て

一般
質問

郡山城跡の
整備について

史
跡
の
保
存
と

山
の
維
持
管
理
は

市
長
／
市
の
関
係
部
局
が
連
携
し

　
　
　
森
林
整
備
を
進
め
た
い

芦田 宏治
（無所属）

芦
田

　今
年
度
で
予
定

し
て
い
る
郡
山
城
跡
の

整
備
状
況
を
伺
う
。

　

教
育
長

　登
山
道
の
整

備
８
箇
所
、
危
険
木
の

伐
採
等
の
他
、
看
板
の

修
繕
を
２
箇
所
行
う
。

芦
田

　樹
木
の
伐
採
に

伴
っ
て
勢
溜
の
壇
か
ら

城
下
町
が
見
下
ろ
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
案
内

看
板
の
設
置
を
望
む
。

教
育
長

　見
晴
ら
し
の

良
い
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

と
し
て
案
内
標
識
の
設

置
を
検
討
す
る
。

せ
だ
ま
り

　
　
　
　だ
ん

せだまり　　　　だん

管
理
を
並
行
し
て
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

　森
林
の
持
つ
本

来
の
機
能
を
取
り
戻
す

た
め
、
森
林
整
備
の
経

験
者
の
知
識
を
得
な
が

ら
、
関
係
部
局
が
連
携

を
取
り
な
が
ら
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

教
育
長

　郡
山
を
山
と

し
て
の
本
来
の
機
能
を

守
り
つ
つ
、
史
跡
を
保

存
で
き
る
よ
う
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。

災害時

小
原
保
育
所
跡
地
の

活
用
を

市
長
／
検
討
す
る

金行 哲昭
（無所属）

小原保育所跡地小学校高学年の英語教育の授業風景

山頂付近にある勢溜の壇からの眺望



石
飛

　市
民
税
の
家
屋

敷
税
の
賦
課
実
態
と
市

税
条
例
・
規
制
と
の
整

合
性
を
伺
う
。

市
長
　
賦
課
と
規
定
し

て
い
る
が
、
課
税
を
し

て
い
な
い
。
他
市
町
の

状
況
を
見
な
が
ら
、
検

討
す
る
。

石
飛

　固
定
資
産
税
に

お
け
る
土
地
・
家
屋
の

免
税
点
を
廃
止
に
。

市
長
　
市
条
例
で
は
、
免

税
点
に
満
た
な
い
場
合

で
も
課
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
規
定
し
て
い
る

が
、
検
討
す
る
。

石
飛

　収
納
率
を
下
げ

る
地
方
税
法
・
不
動
産

登
記
法
に
翻
弄
さ
れ
て

い
る
。
国
等
へ
不
動
産

登
記
申
請
義
務
化
の
要

望
を
。

市
長
　
申
請
義
務
化
に

つ
い
て
、
国
等
へ
要
望

を
し
て
い
き
た
い
。

石
飛

　賦
課
す
る
こ
と

が
、
定
住
・
移
住
に
逆

行
し
な
い
か
。

副
市
長
　
税
の
課
税
に

お
い
て
、
免
税
点
等
の

な
か
、
移
住
・
定
住
等

の
阻
害
要
件
は
な
い
。

安芸高田市議会だより 1213 第64号　令和２年 ２ 月15日発行

森林経営管理制度
の活用を
市長／一部基礎調整に
　　　　着手している

森
林
整
備
に
つ
い
て熊高 昌三

（無所属）

林
管
理
制
度
を
活
用
す

べ
き
と
思
う
が
、
現
況

と
市
民
へ
の
啓
発
の
現

況
を
伺
う
。

市
長
　
広
島
県
森
林
協

会
長
と
し
て
も
将
来
を

見
据
え
て
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
。

　
市
と
し
て
も
山
林
所

有
者
の
責
任
を
明
確
化

し
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
、
手
入
れ
や

管
理
の
行
き
届
か
な
い

放
置
林
を
自
治
体
が
中

熊
高

　現
在
、
農
家
の

最
大
の
課
題
は
獣
害
対

応
だ
と
受
け
と
め
て
い

る
。
そ
の
抜
本
的
対
策

は
山
林
の
整
備
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
の

取
り
組
み
に
新
た
な
制

度
と
し
て
、
31
年
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
森

に
入
っ
て
経
営
譲
渡
を

受
け
る
等
し
て
、
森
林

経
営
を
再
委
託
す
る
等

の
手
法
で
山
林
の
整
備

を
行
え
る
よ
う
、
現
在

美
土
里
町
の
一
部
山
林

で
基
礎
調
査
に
入
っ
て

い
る
。

　
今
後
こ
の
制
度
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
含
め
市
民
の
皆
様
に

啓
発
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

一般
質問

県道37号線の
歩道整備は
市長／用地買収を進める

県
道
の
拡
幅児玉 史則

（無所属）

て
お
り
、
引
き
続
き
要

望
し
て
い
く
。

児
玉

　財
政
健
全
化
計

画
と
当
初
予
算
の
数
値

が
か
け
離
れ
て
お
り
計

画
自
体
が
形
骸
化
し
て

い
る
。
健
全
化
計
画
の

精
度
を
上
げ
て
い
く
努

力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
ご
指
摘
の
件
は

反
省
を
踏
ま
え
て
今
後

素
早
く
計
画
変
更
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

児
玉

　向
原
町
の
や
す

ら
ぎ
か
ら
広
島
銀
行
の

区
間
は
現
在
歩
道
の
拡

幅
が
中
止
と
な
っ
て
い

る
が
、今
後
の
計
画
は
。

市
長
　
令
和
２
年
度
か

ら
用
地
調
査
に
着
手
し

用
地
買
収
を
進
め
る

旨
、
広
島
県
よ
り
聞
い

歩道の拡幅が望まれる向原町の県道37号線

児
玉

　職
員
は
削
減
さ

れ
て
い
る
が
、
住
民
人
口

一
人
当
た
り
人
件
費
は
12

万
７
千
円
で
過
去
10
年
削

減
し
て
い
な
い
。
外
部
委

託
に
よ
る
人
件
費
削
減
が

必
要
で
あ
り
、
郵
便
局
は

市
内
に
16
箇
所
あ
る
た
め

支
所
の
代
替
業
務
が
で
き

る
の
で
は
。

市
長
　
現
在
２
箇
所
で

郵
便
局
と
提
携
し
て
い

る
。
コ
ス
ト
の
問
題
も

あ
る
が
、
活
用
は
今
後

し
っ
か
り
考
え
て
い
く
。

財
政
健
全
化
対
策

職
員
人
件
費

一般
質問

市税について

登
記
申
請
の
義
務
化
を

市
長
／
公
平
性
な
税
の
賦
課

　
　
　
の
た
め
要
望
す
る

石飛 慶久
（無所属）

（総務省のビッグデータ）31年4月1日に施行された林野庁が示した
森林経営管理制度（森林経営管理法）の概要

（林野庁ホームページより）

安芸高田市 平成30年度
固定資産税の法定免税点未満の課税標準額

※固定資産税は、課税標準額に税率1.4％を乗じます。
総務省のオープンデータより

土地

家屋

8億5,646万5,000円

1億5,768万9,000円

課税標準額総額 筆数又は棟数

31,261 

2,365

道の駅整備調査特別委員会　現地調査道の駅整備調査特別委員会　現地調査
　12 月 20 日に委員会を開き、４月完成予定の
道の駅三矢の里あきたかたの現地調査を行いま
した。

  道の駅三矢の里あきたかた
　〇休憩・情報発信棟
　　休憩・情報発信エリア、観光コンシェ
　　ルジュ、特産品（土産物）販売等

　〇産直棟
　　菜色健美をコンセプトワードとした
　　ベジパーク安芸高田

　〇レストラン棟
　　道の駅レストラン＆ベーカリー

　〇トイレ棟



石
飛

　市
民
税
の
家
屋

敷
税
の
賦
課
実
態
と
市

税
条
例
・
規
制
と
の
整

合
性
を
伺
う
。

市
長
　
賦
課
と
規
定
し

て
い
る
が
、
課
税
を
し

て
い
な
い
。
他
市
町
の

状
況
を
見
な
が
ら
、
検

討
す
る
。

石
飛

　固
定
資
産
税
に

お
け
る
土
地
・
家
屋
の

免
税
点
を
廃
止
に
。

市
長
　
市
条
例
で
は
、
免

税
点
に
満
た
な
い
場
合

で
も
課
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
規
定
し
て
い
る

が
、
検
討
す
る
。

石
飛

　収
納
率
を
下
げ

る
地
方
税
法
・
不
動
産

登
記
法
に
翻
弄
さ
れ
て

い
る
。
国
等
へ
不
動
産

登
記
申
請
義
務
化
の
要

望
を
。

市
長
　
申
請
義
務
化
に

つ
い
て
、
国
等
へ
要
望

を
し
て
い
き
た
い
。

石
飛

　賦
課
す
る
こ
と

が
、
定
住
・
移
住
に
逆

行
し
な
い
か
。

副
市
長
　
税
の
課
税
に

お
い
て
、
免
税
点
等
の

な
か
、
移
住
・
定
住
等

の
阻
害
要
件
は
な
い
。
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森林経営管理制度
の活用を
市長／一部基礎調整に
　　　　着手している

森
林
整
備
に
つ
い
て熊高 昌三

（無所属）

林
管
理
制
度
を
活
用
す

べ
き
と
思
う
が
、
現
況

と
市
民
へ
の
啓
発
の
現

況
を
伺
う
。

市
長
　
広
島
県
森
林
協

会
長
と
し
て
も
将
来
を

見
据
え
て
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
。

　
市
と
し
て
も
山
林
所

有
者
の
責
任
を
明
確
化

し
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
、
手
入
れ
や

管
理
の
行
き
届
か
な
い

放
置
林
を
自
治
体
が
中

熊
高

　現
在
、
農
家
の

最
大
の
課
題
は
獣
害
対

応
だ
と
受
け
と
め
て
い

る
。
そ
の
抜
本
的
対
策

は
山
林
の
整
備
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
の

取
り
組
み
に
新
た
な
制

度
と
し
て
、
31
年
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
森

に
入
っ
て
経
営
譲
渡
を

受
け
る
等
し
て
、
森
林

経
営
を
再
委
託
す
る
等

の
手
法
で
山
林
の
整
備

を
行
え
る
よ
う
、
現
在

美
土
里
町
の
一
部
山
林

で
基
礎
調
査
に
入
っ
て

い
る
。

　
今
後
こ
の
制
度
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
含
め
市
民
の
皆
様
に

啓
発
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

一般
質問

県道37号線の
歩道整備は
市長／用地買収を進める

県
道
の
拡
幅児玉 史則

（無所属）

て
お
り
、
引
き
続
き
要

望
し
て
い
く
。

児
玉

　財
政
健
全
化
計

画
と
当
初
予
算
の
数
値

が
か
け
離
れ
て
お
り
計

画
自
体
が
形
骸
化
し
て

い
る
。
健
全
化
計
画
の

精
度
を
上
げ
て
い
く
努

力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
ご
指
摘
の
件
は

反
省
を
踏
ま
え
て
今
後

素
早
く
計
画
変
更
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

児
玉

　向
原
町
の
や
す

ら
ぎ
か
ら
広
島
銀
行
の

区
間
は
現
在
歩
道
の
拡

幅
が
中
止
と
な
っ
て
い

る
が
、今
後
の
計
画
は
。

市
長
　
令
和
２
年
度
か

ら
用
地
調
査
に
着
手
し

用
地
買
収
を
進
め
る

旨
、
広
島
県
よ
り
聞
い

歩道の拡幅が望まれる向原町の県道37号線

児
玉

　職
員
は
削
減
さ

れ
て
い
る
が
、
住
民
人
口

一
人
当
た
り
人
件
費
は
12

万
７
千
円
で
過
去
10
年
削

減
し
て
い
な
い
。
外
部
委

託
に
よ
る
人
件
費
削
減
が

必
要
で
あ
り
、
郵
便
局
は

市
内
に
16
箇
所
あ
る
た
め

支
所
の
代
替
業
務
が
で
き

る
の
で
は
。

市
長
　
現
在
２
箇
所
で

郵
便
局
と
提
携
し
て
い

る
。
コ
ス
ト
の
問
題
も

あ
る
が
、
活
用
は
今
後

し
っ
か
り
考
え
て
い
く
。

財
政
健
全
化
対
策

職
員
人
件
費

一般
質問

市税について

登
記
申
請
の
義
務
化
を

市
長
／
公
平
性
な
税
の
賦
課

　
　
　
の
た
め
要
望
す
る

石飛 慶久
（無所属）

（総務省のビッグデータ）31年4月1日に施行された林野庁が示した
森林経営管理制度（森林経営管理法）の概要

（林野庁ホームページより）

安芸高田市 平成30年度
固定資産税の法定免税点未満の課税標準額

※固定資産税は、課税標準額に税率1.4％を乗じます。
総務省のオープンデータより

土地

家屋

8億5,646万5,000円

1億5,768万9,000円

課税標準額総額 筆数又は棟数

31,261 

2,365

道の駅整備調査特別委員会　現地調査道の駅整備調査特別委員会　現地調査
　12 月 20 日に委員会を開き、４月完成予定の
道の駅三矢の里あきたかたの現地調査を行いま
した。

  道の駅三矢の里あきたかた
　〇休憩・情報発信棟
　　休憩・情報発信エリア、観光コンシェ
　　ルジュ、特産品（土産物）販売等

　〇産直棟
　　菜色健美をコンセプトワードとした
　　ベジパーク安芸高田

　〇レストラン棟
　　道の駅レストラン＆ベーカリー

　〇トイレ棟
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地域懇談会地域懇談会

地域懇談会
意見・要望 について 調査を開始！

■有害鳥獣対策に関する調査（産業建設常任委員会）
　「有害鳥獣の駆除」や「ジビエの取り組みの現状」に
ついて執行部に報告を求めたほか、「里山整備」「超音
波忌避装置の設置状況」について現地を調査しました。
【里山・竹林整備の現地調査】
効果
・整備後は獣の隠れる場所が少なくなり獣の出没が
減ったほか、被害が減少している。
問題点等
・整備について地権者から同意を得ることや、境界
がはっきりしない場合が困難。

・大木の伐採にかなりの経費がかかるほか、技術者
の確保が困難。

・伐採した材の持ち出し・活用ができない。

■通学路整備に関する調査（文教厚生常任委員会）
　整備・対策状況等について、説明を求めました。今後の取り組みも注視していきます。

　各常任委員会では、
右記の項目を中心に、
今後調査を進めます。
　調査の結果や、執行
部へ意見した内容は、
随時お知らせします。

【超音波忌避装置の現地調査】
性能・効果
・超音波で脅して逃げさせる装置のため、獣道など
の進入路へ柵やワナと併せて補完的に設置。赤外
線による感知の範囲は、7メートル程度。

・シカやイノシシを捕獲していたが、全く来なくなった。
問題点等
・雨天時は効果が出にくい。
・シカは川端に住み着くようになり、山からではな
く、川からの侵入が多くなっている。

（里山整備の状況を確認／吉田町横山地区）

（超音波忌避装置を確認／吉田町上入江地区）

町別
吉田町
八千代町
高宮町
甲田町
向原町

令和元年 12 月現在の対策済箇所
国道 54 号（高野）の路面補修
市道勝田根之谷線（佐々井）のカラー舗装、国道 54 号（勝田）のガードパイプ設置
県道 4号（佐々部）のカラー舗装
市道新町福丸線（上甲立）のガードパイプ設置、市道甲立中央線（上甲立）の横断歩道設置
県道 37 号（坂）の信号機の時間調整

重点調査事項
○公共交通
　（路線バス、お太助バス・ワゴン、JR等）
○公共施設及び市有地の管理運営・利活用
○災害時の避難及び防災
○人口減対策・定住施策
○通学路整備
○多文化共生
○高齢者・障害者福祉
○鳥獣害対策
○道路の整備・管理

常任委員会名
総務企画常任委員会

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

今後の調査に注目

・事業系ごみ処理手数料について、適正な料金水準が事業系ごみの減量化・リサイクルに繋がる
ことを念頭に改定を検討されたい。

・再利用（リユース）の取り組みについて、他市町の事例を参考に事業実施に向けて積極的に取
り組まれたい。

・事業の費用対効果について、例えば、死亡獣畜の処理装置の設置や廃校を活用したごみ回収拠
点の整備等、費用対効果を勘案しながら検討を進められたい。

監査委員意見（抜粋）監査委員意見（抜粋）

から　　　　　　　　　　　へから　　　　　　　　　　　へ

[平成26年度決算]

組合構成市町別人口推移
(平成28年度までの北広島町の人口は芸北地域を除いたもの)

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000
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100,000

0

549,661 557,846 562,183

662,681 643,850

26年度 　 27年度　  28年度　  29年度 　 30年度

/千円/人

26　　  27　  　28　  　29　  　30
平成年度

組合構成市町負担金推移

[平成30年度決算]

４年間
人口減少ごみ総処理量12,151t

ごみ処理費　4億9542万円

ごみ総処理量12,750t
対比 599t 増加

ごみ処理費5億8246万円
対比 8704万円増加

　
令
和
元
年
12
月
４
日
に
芸
北
広
域
環
境
施

設
組
合
議
会
の
定
例
会
が
北
広
島
町
で
開
催

さ
れ
、議
案
４
件
を
慎
重
に
審
査
し
、い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
認
定
し
ま
し
た
。

　
　（
主
な
審
査
）

○
広
島
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
広
島
県
市

町
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

○
芸
北
広
域
環
境
施
設
組
合
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
芸
北
広
域
環
境
施
設
組
合

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　  組
合
議
会
議
員

　
前
重
　
昌
敬

　
熊
高
　
昌
三

　
金
行
　
哲
昭

　
青
原
　
敏
治

　
先
川
　
和
幸

　
ほ
か
北
広
島
町
議
会
議
員
３
名

可

　決

可

　決

認

　定

ごみ処分ごみ処分 再利用（リユース）再利用（リユース）

30,368

17,153 17,023 16.829 18,885 18.671

29,944 29,500 28,989 28,659

安芸高田市
北広島町

139,923

257,677

142,512

260,076

140,855

257,774

165,715

259,033

168,658

265,342

歳出決算額

安芸高田市負担金額

北広島町負担金額

芸北広域環境施設組合
(きれいセンター)

芸北広域環境施設組合
(きれいセンター)
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・雨天時は効果が出にくい。
・シカは川端に住み着くようになり、山からではな
く、川からの侵入が多くなっている。

（里山整備の状況を確認／吉田町横山地区）
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県道 4号（佐々部）のカラー舗装
市道新町福丸線（上甲立）のガードパイプ設置、市道甲立中央線（上甲立）の横断歩道設置
県道 37 号（坂）の信号機の時間調整

重点調査事項
○公共交通
　（路線バス、お太助バス・ワゴン、JR等）
○公共施設及び市有地の管理運営・利活用
○災害時の避難及び防災
○人口減対策・定住施策
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産業建設常任委員会

今後の調査に注目

・事業系ごみ処理手数料について、適正な料金水準が事業系ごみの減量化・リサイクルに繋がる
ことを念頭に改定を検討されたい。

・再利用（リユース）の取り組みについて、他市町の事例を参考に事業実施に向けて積極的に取
り組まれたい。

・事業の費用対効果について、例えば、死亡獣畜の処理装置の設置や廃校を活用したごみ回収拠
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組
合
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物
の
処
理
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び
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掃
に
関
す
る
条
例
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一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

○
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30
年
度
芸
北
広
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組
合
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に
つ
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ごみ処分ごみ処分 再利用（リユース）再利用（リユース）

30,368

17,153 17,023 16.829 18,885 18.671

29,944 29,500 28,989 28,659

安芸高田市
北広島町

139,923

257,677

142,512

260,076

140,855

257,774

165,715

259,033

168,658

265,342

歳出決算額

安芸高田市負担金額

北広島町負担金額

芸北広域環境施設組合
(きれいセンター)

芸北広域環境施設組合
(きれいセンター)
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議会のうごき議会のうごき

10月

10月～12月の議会の主な活動状況10月～12月の議会の主な活動状況議会のうごき
11月

     1日　議会広報特別委員会
     8日　議会運営委員会
20日　全員協議会
　　　　田んぼアート事業調査
　　　　特別委員会
　　　　常任委員会構成等調査
　　　　研究特別委員会
27日　産業建設常任委員会

12月

     2日　議会運営委員会
     6日　全員協議会
     9日　第４回定例会(開会)
　　　　常任委員会構成等調査
　　　　研究特別委員会
10日　予算決算常任委員会
　　　　田んぼアート事業調査
　　　　特別委員会
　　　　議会広報特別委員会
11日　本会議（一般質問)
12日　本会議（一般質問)
16日　総務企画常任委員会
17日　文教厚生常任委員会
18日　産業建設常任委員会
20日　常任委員会構成等調査
　　　　研究特別委員会
　　　　第４回定例会（開会）
　　　　全員協議会
　　　　道の駅整備調査特別
　　　　委員会

傍
聴
記

傍
聴
記

八
千
代
町

　
　沖
田
一
吉
さ
ん

　「
地
域
懇
談
会
」の「
集
約
」

が
「
ど
う
活
か
さ
れ
る
」
か

傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
冒
頭
か
ら
の
教
育
関
係
の

討
議
は
熱
気
を
感
じ
、
す
ば

ら
し
か
っ
た
。

　
八
千
代
支
所
も
子
供
た
ち

の
教
育
の
一
翼
を
担
う
で
あ

ろ
う
「
図
書
館
の
２
階
へ
の
移

転
反
対
」
に
関
心
が
集
ま
り
、

今
も
話
題
に
な
って
い
る
。

　
こ
の
熱
気
の
中
で
あ
れ
ば
、

現
地
を
見
て
も
ら
っ
た
り
、

話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
と
勇
気
を
も
ら
っ

た
気
が
し
た
。

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

お詫びと訂正　議会だより第 63 号に誤りがありました。訂正し、お詫びいたします。
●P6　マイナポイント　ポイントは期間限定
　　　〈誤〉令和元年 10 月～令和 2 年 6 月 30 日まで、2 ～ 5％のポイントが還元される予定。
　　　　　　9 カ月間だけの期間限定の制度。
　　　〈正〉令和2年 10 月から期間限定で実施。前倒しされる可能性あり。
　　　　　 　還元率 25％で、ポイント上限は 1 人当たり 5,000 ポイントの予定。

■令和2年第1回定例会は
　　　　　　　2月20日（木）から開会を予定しています

16日　議会運営委員会
18日　議会広報特別委員会
21日　全員協議会
　　　　道の駅整備調査特別
　　　　委員会
　　　　常任委員会構成等調査
　　　　研究特別委員会
28日　広島県市議会議長会
　　　　北部ブロック議員研修

令和元年 10 月 28 日（月）13：30 ～
高宮田園パラッツォ　大交流室

パネルディスカッション

　テーマ「安芸高田市地域おこし協力隊員の
　　　　　活動と定住について」
　パネリスト
　　　　　南澤　克彦 さん　　森本　真希 さん
　　　　　中溝　国久 さん

主な内容
①地域おこし協力隊員の活動を通した地域の活性化。
②起業をきっかけとした地域への定住・定着について。
※地域おこし協力隊員の本市への定着率は 100％

講　演

　　演　題「循環型社会の実現に向けた
　　　　　　廃棄物処理について」
　　講　師
　　　広島県環境県民局長
　　　森永　智絵 氏

主な内容
①一般廃棄物（ごみ）の市町の処理責任。
②分別の徹底と再生利用の促進及びごみ処理
施設の計画的整備の必要性。

●パネルディスカッション
　活動内容の紹介や移住の経緯、起業の内容についてのパネルディスカッション
により、地域への定住・定着を図る取り組みについて学ぶことができました。
●講演
　講演をとおして廃棄物の区分や処理の枠組み、廃棄物処理の歴史や循環型社会
を実現するための現状と課題を学ぶことができました。

上記のように、中山間地域である北部３市の課題をしっかり認識し、３市議会議員
の情報交換もでき、意義ある研修会となりました。

令和元年度広島県市議会議長会主催
北部ブロック議員研修会　開催

県北３市（三次市・庄原市・安芸高田市）

令和元年度広島県市議会議長会主催
北部ブロック議員研修会　開催

県北３市（三次市・庄原市・安芸高田市）

研修成果

議会のうごき議会のうごき
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議会のうごき議会のうごき

10月

10月～12月の議会の主な活動状況10月～12月の議会の主な活動状況議会のうごき
11月

     1日　議会広報特別委員会
     8日　議会運営委員会
20日　全員協議会
　　　　田んぼアート事業調査
　　　　特別委員会
　　　　常任委員会構成等調査
　　　　研究特別委員会
27日　産業建設常任委員会

12月

     2日　議会運営委員会
     6日　全員協議会
     9日　第４回定例会(開会)
　　　　常任委員会構成等調査
　　　　研究特別委員会
10日　予算決算常任委員会
　　　　田んぼアート事業調査
　　　　特別委員会
　　　　議会広報特別委員会
11日　本会議（一般質問)
12日　本会議（一般質問)
16日　総務企画常任委員会
17日　文教厚生常任委員会
18日　産業建設常任委員会
20日　常任委員会構成等調査
　　　　研究特別委員会
　　　　第４回定例会（開会）
　　　　全員協議会
　　　　道の駅整備調査特別
　　　　委員会
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※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

お詫びと訂正　議会だより第 63 号に誤りがありました。訂正し、お詫びいたします。
●P6　マイナポイント　ポイントは期間限定
　　　〈誤〉令和元年 10 月～令和 2 年 6 月 30 日まで、2 ～ 5％のポイントが還元される予定。
　　　　　　9 カ月間だけの期間限定の制度。
　　　〈正〉令和2年 10 月から期間限定で実施。前倒しされる可能性あり。
　　　　　 　還元率 25％で、ポイント上限は 1 人当たり 5,000 ポイントの予定。

■令和2年第1回定例会は
　　　　　　　2月20日（木）から開会を予定しています

16日　議会運営委員会
18日　議会広報特別委員会
21日　全員協議会
　　　　道の駅整備調査特別
　　　　委員会
　　　　常任委員会構成等調査
　　　　研究特別委員会
28日　広島県市議会議長会
　　　　北部ブロック議員研修

令和元年 10 月 28 日（月）13：30 ～
高宮田園パラッツォ　大交流室

パネルディスカッション

　テーマ「安芸高田市地域おこし協力隊員の
　　　　　活動と定住について」
　パネリスト
　　　　　南澤　克彦 さん　　森本　真希 さん
　　　　　中溝　国久 さん

主な内容
①地域おこし協力隊員の活動を通した地域の活性化。
②起業をきっかけとした地域への定住・定着について。
※地域おこし協力隊員の本市への定着率は 100％

講　演

　　演　題「循環型社会の実現に向けた
　　　　　　廃棄物処理について」
　　講　師
　　　広島県環境県民局長
　　　森永　智絵 氏

主な内容
①一般廃棄物（ごみ）の市町の処理責任。
②分別の徹底と再生利用の促進及びごみ処理
施設の計画的整備の必要性。

●パネルディスカッション
　活動内容の紹介や移住の経緯、起業の内容についてのパネルディスカッション
により、地域への定住・定着を図る取り組みについて学ぶことができました。
●講演
　講演をとおして廃棄物の区分や処理の枠組み、廃棄物処理の歴史や循環型社会
を実現するための現状と課題を学ぶことができました。

上記のように、中山間地域である北部３市の課題をしっかり認識し、３市議会議員
の情報交換もでき、意義ある研修会となりました。

令和元年度広島県市議会議長会主催
北部ブロック議員研修会　開催

県北３市（三次市・庄原市・安芸高田市）

令和元年度広島県市議会議長会主催
北部ブロック議員研修会　開催

県北３市（三次市・庄原市・安芸高田市）

研修成果

議会のうごき議会のうごき
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和
元
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12
月
６
日
、
浜
田
市
長

が
今
期
限
り
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の
退
任
を
決
意
さ
れ

ま
し
た
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３
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12
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田
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時
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ま
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す
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任
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可愛振興センター（１月４日）

吉　田

八千代町里山保全まつり（12月22日）

文化協会茶道部（1月13日）

美土里 消防団年末夜間
特別警戒団長巡視

高宮ハーモニー広場（12月26日）

高　宮

令和２年初投げ

安芸高田ハンドボールクラブ（1月3日）

甲　田 初優勝おめでとう

第７回川村毅杯安芸高田市小学校駅伝競走大会（11月16日）

向　原

令和初 書初め

初釜に集う

八千代 お正月飾りの準備

今回の題字は、 さん（吉田小学校６年生）  です。

人がつながる田園都市

あきたかた

第64号 ２０２０（令和２）年２月１５日発行

 あんな  こんな
 地域のかがやき

  一問一答 
 10人が市政を問う 12月定例会

 常任委員会報告
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輝かそう　安芸高田　見つめなおそう　ふるさと

安芸高田郷土（ふるさと）学交流会（１２月１４日 クリスタルアージョ）

まつうら ゆ　　あ

吉
田
中
学
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区
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原
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区

高
宮
中
学
校
区

安芸高田市
市議会のページ


